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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２３年１２月８日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  庄 司 邦 昭 

                           委   員  石 川 敏 行 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２３年４月２１日（木） ０７時１５分ごろ 

発生場所 和歌山県和歌山市地
ぢ

ノ
の

島
しま

南岸沖 

 地ノ島灯台から真方位２４５°１,６００ｍ付近 

 （概位 北緯３４°１７.５′東経１３５°０２.６′） 

事故調査の経過  平成２３年５月９日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーモーターボート 松風
まつかぜ

、５トン未満 

 ２５０－３５３９３大阪、個人所有 

 ８.５５ｍ（Lr）×２.５０ｍ×０.９２ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、１２８kＷ、平成８年５月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ７１歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成５年３月４日 

  免許証交付日 平成１９年３月５日 

         （平成２５年３月３日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底部に擦過傷、推進器翼曲損、舵板脱落 

 事故の経過 

 

 本船は、船長ほか友人２人が乗船し、船首約０.４ｍ、船尾約０.９ｍの

喫水で魚群探知機を付加したＧＰＳプロッターで魚影を探しながら、約５

ノットの対地速力で地ノ島南岸沖を手動操舵により東進中、地ノ島南岸に

接近し、平成２３年４月２１日０７時１５分ごろ地ノ島南岸沖の浅所に乗

り揚げた。 

 船長は、地ノ島南東岸の海岸に移動して浸水や損傷の程度を確認してい

たところ、同乗者の１人が携帯電話で１１８番通報し、また、引き潮によ

り船体が着底したので、自身の携帯電話で友人に救助を依頼した。 

 船長は、来援した友人の船に本船の引き下ろしを依頼したが離礁できなか

ったことから、同乗者２人を友人に送り届けてもらうこととし、本船は、

再び来援した友人の船に夕方の満ち潮を待って引き下ろされ、えい
．．

航され

て出発地に戻った。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 なし、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 高潮時、潮高 約１５３㎝ 

 その他の事項  船長は、地ノ島南岸沖に行くのが初めてであった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

あり 

なし 
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気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

なし 

 本船は、地ノ島南岸沖を東進中、船長が、魚群

探知機を付加したＧＰＳプロッターで魚影を探し

ていたところ、地ノ島南岸に接近したことから、

地ノ島南岸の浅所に乗り揚げたものと考えられ

る。 

原因  本事故は、本船が、地ノ島南岸沖を東進中、船長が、魚群探知機を付加

したＧＰＳプロッターで魚影を探していたところ、地ノ島南岸に接近した

ため、地ノ島南岸の浅所に乗り揚げたことにより発生したものと考えられ

る。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

 ・陸岸付近を航行する場合は、事前に大縮尺の海図により浅所の調査を

行うとともに、船位を確認しながら航行すること。 

 




